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広口ぴん H ・H ・ガ「ラス製.振とう機にとりつけられる
構造で (12倒掛け)，容量500c.c，ふた
付き
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溶 液 するは 〉
15 1 30 1 45 1 60 1 75 
アオゾー 17%NaOH 1野11001 
N [協 HCl 1 901100 1 
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第13巻3月号， P18 ~ P24 
文考参
結言
本結果の考察を主体とし，諸報告を参考にしつつは
く離防止対策法を挙げれば
(1) アスフアルトは硬い程(粘度の高い程)よい.
(2) アスフアルト量を多くし締固めを十分に行なう.
又アスフアルトコンクリート層の厚さを増す.これ
らは耐水性を増すためである.
(3) ゴム入りアスフアルトの利用.
(4) 骨材は吸水率が低く，アスフアルトとの付着にす
ぐれたものを使用する.又使用lこ当っては，乾燥，
混合を十分に行なう.酸性岩(親水性，例えば石英
岩)より塩基性岩(疎水性，例えば石灰岩)の万が
望ましい.
(5) フィラーの使用は合材の粘性を増すために必要.
(6) 工場排水など有害薬品に接触する場合は，慎重な
検討を要する.
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